大阪府条例第　　　号

大阪府立学校条例の一部を改正する条例
第一条　大阪府立学校条例（平成二十四年大阪府条例第八十九号）の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	第二十二条　（略）

　一　高等学校　一○、○一一人
　二　特別支援学校　五、五四一人
別表第一（第三条関係）
名　　　称

位　　　置

（略）

（略）

大阪府立泉鳥取高等学校

（略）
（略）

（略）

大阪府立柴島高等学校

（略）
大阪府立成城高等学校

大阪市城東区諏訪三丁目

（略）

（略）

大阪府立貝塚高等学校

（略）
大阪府立岬高等学校

泉南郡岬町淡輪

（略）

（略）

　備考　（略）
	第二十二条　（略）
　一　高等学校　一○、○○六人
　二　特別支援学校　四、○○一人
別表第一（第三条関係）
名　　　称

位　　　置

（略）

（略）

大阪府立泉鳥取高等学校

（略）
大阪府立岬高等学校

泉南郡岬町淡輪

（略）

（略）

大阪府立柴島高等学校

（略）
（略）

（略）

大阪府立貝塚高等学校

（略）
大阪府立成城高等学校

大阪市城東区諏訪三丁目

（略）

（略）

　備考　（略）

	
	


第二条　大阪府立学校条例の一部を次のように改正する

　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。
	改正後
	改正前

	
	

	（目的）

第一条　この条例は、大阪府立中学校（以下「中学校」という。）、大阪府立高等学校（以下「高等学校」という。）及び大阪府立特別支援学校（以下「特別支援学校」という。）（以下これらを「府立学校」という。）の設置、運営、教職員の人事、入学検定料等に関し必要な事項を定めることにより、府立学校の効果的かつ効率的な運営を行い、もって府民の信頼に応える学校づくりに資することを目的とする。

第二条　（略）

（中学校の設置）

第二条の二　中学校を別表第一のとおり設置する。

（高等学校の設置）

第三条　高等学校を別表第二のとおり設置する。

（特別支援学校の設置）

第四条　特別支援学校を別表第三のとおり設置する。

第二十二条　（略）
　一　中学校　八人
　二・三　（略）
　

（入学検定料、入学料及び授業料）

第二十三条　中学校又は高等学校に入学しようとする者は入学検定料を、高等学校に入学を許可された者は入学料及び授業料を納付しなければならない。

２　（略）

学校
区　分
入学検定料
入学料
授業料
中学校
 　　
円
二、二〇〇
 　　　　 
  　　　　 
高等学校
全日制の課程
二、二〇〇
円
五、六五〇
月額
九、九〇〇円
定時制の課程
九五〇
二、一〇〇
月額
二、七〇〇円
通信制の課程
八〇〇
五〇〇
三三〇円に履修する科目の単位数を乗じて得た額
別表第一（第二条の二関係）

名　　　　称

位　　置

大阪府立富田林中学校

富田林市谷川町

別表第二（第三条関係）　（略）

別表第三（第四条関係）　（略）
	（目的）

第一条　この条例は、大阪府立高等学校（以下「高等学校」という。）及び大阪府立特別支援学校（以下「特別支援学校」という。）（以下「府立学校」という。）の設置、運営、教職員の人事、入学検定料等に関し必要な事項を定めることにより、府立学校の効果的かつ効率的な運営を行い、もって府民の信頼に応える学校づくりに資することを目的とする。

第二条　（略）
（高等学校の設置）

第三条　高等学校を別表第一のとおり設置する。

（特別支援学校の設置）

第四条　特別支援学校を別表第二のとおり設置する。

第二十二条　（略）

　一・二　（略）
　

（入学検定料、入学料及び授業料）

第二十三条　高等学校に入学しようとする者は入学検定料を、高等学校に入学を許可された者は入学料及び授業料を納付しなければならない。

２　（略）
区　分
入学検定料
入学料
授業料
全日制の課程
円
二、二〇〇
円
五、六五〇
月額
九、九〇〇円
定時制の課程
九五〇
二、一〇〇
月額
二、七〇〇円
通信制の課程
八〇〇
五〇〇
三三〇円に履修する科目の単位数を乗じて得た額
別表第一（第三条関係）　（略）

別表第二（第四条関係）　（略）

	
	


附　則
　この条例は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、第二条の規定は、平成二十九年一月一日から施行する。
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